
合
意
内
容
の
概
要

　

昨
年
12
月
7
日
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
に
お
い
て
、
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督

委
員
会
（
バ
ー
ゼ
ル
委
）
の
上
位
機

関
で
あ
る
中
央
銀
行
総
裁
・
銀
行
監

督
当
局
長
官
グ
ル
ー
プ
（
Ｇ
Ｈ
Ｏ

Ｓ
）
会
合
が
開
催
さ
れ
、
金
融
危
機

後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
改
革
作
業

の
一
つ
で
あ
る
「
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
」
の

枠
組
み
を
最
終
化
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。
会
合
後
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー

ス
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
議
長
で
あ

る
ド
ラ
ギ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
総
裁
が
指
摘
し
た

と
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
金
融
危
機

の
発
生
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
金
融

規
制
に
関
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
改
革

が
お
お
む
ね
完
了
し
た
こ
と
と
な
る
。

会
合
で
は
、
バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
最
終
化

と
あ
わ
せ
て
、
ソ
ブ
リ
ン
向
け
与
信

の
扱
い
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
（
注
）、

現
行
の
規
制
を
見
直
す
こ
と
な
く
バ

ー
ゼ
ル
委
で
の
検
討
作
業
を
終
わ
ら

せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
決

定
に
よ
り
、
規
制
を
巡
る
不
確
実
性

が
払
拭
さ
れ
た
こ
と
は
、
銀
行
に
世

界
経
済
の
成
長
に
資
す
る
前
向
き
な

活
動
を
促
す
意
味
で
プ
ラ
ス
と
考
え

ら
れ
る
。

　

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
の
最
終
化
は
、
主
と

し
て
自
己
資
本
比
率
の
分
母
で
あ
る

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
の
計
測
改
善
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
（
そ
の
趣
旨

に
つ
い
て
は
後
述
）、
そ
の
お
も
な

構
成
要
素
お
よ
び
適
用
開
始
時
期
は
、

図
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
（
国
際
的
な
銀
行
の
自
己
資
本
比
率
規
制
等
）
の
最
終
化
に
伴
い
、
金
融
危
機
の
発

生
を
契
機
に
開
始
さ
れ
た
金
融
規
制
枠
組
み
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
改
革
は
お
お
む
ね
完
了
し
た
。
こ

れ
と
同
時
に
、
国
債
な
ど
の
ソ
ブ
リ
ン
向
け
与
信
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
規
制
を
変
更
し

な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
今
般
の
合
意
は
、
規
制
の
簡
素
さ
や
比
較
可
能
性
を
向
上
さ
せ
つ
つ
リ
ス

ク
感
応
度
の
維
持
に
も
配
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
本
邦
金
融
機
関
に

と
っ
て
も
、
十
分
対
応
可
能
な
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
本
邦
金
融
機
関
の
対
応
状
況
等

を
注
視
し
つ
つ
、
円
滑
な
国
内
実
施
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
規
制
の
影
響
に
つ
い
て
の
国
際
的

な
検
証
作
業
に
も
、
わ
が
国
と
し
て
し
っ
か
り
と
参
画
し
、
貢
献
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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世
界
初
の
登
録
制
導
入
が
一
転
、

試
練
の
時
に

　

「
世
界
初
」
の
鳴
り
物
入
り
で
昨
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
仮
想
通
貨
行
政
が
、
早
く
も
試
練
の

時
を
迎
え
て
い
る
。
１
月
26
日
、
仮
想
通
貨
取
引

所
を
営
む
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
に
お
い
て
約
５
８
０

億
円
相
当
の
仮
想
通
貨
「
Ｎ
Ｅ
Ｍ
」
が
不
正
ア
ク

セ
ス
に
よ
っ
て
流
出
し
た
。
２
０
１
７
年
４
月
に

改
正
資
金
決
済
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
、
金
融

庁
は
世
界
で
初
め
て
仮
想
通
貨
と
現
金
を
交
換
す

る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
に
「
登
録
制
」
を
導
入
。

同
社
は
登
録
審
査
中
の
身
分
で
あ
る
法
律
上
の

「
み
な
し
業
者
」
だ
が
、
制
度
導
入
以
降
、
初
め

て
の
大
規
模
な
流
出
事
件
と
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｍ
の
流
出
で
被
害
を
受
け
た
利
用
者
は
約

26
万
人
。
１
月
28
日
に
発
表
さ
れ
た
補
償
方
針
に

よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｍ
の
保
有
者
に
対
し
て
は
流
出
額

の
８
割
相
当
を
日
本
円
で
返
金
し
、
総
額
４
６
０

億
円
を
同
社
の
自
己
資
金
か
ら
支
払
う
と
い
う
。

　

歴
史
的
と
も
言
え
る
今
回
の
流
出
事
件
に
対
し
、

金
融
庁
の
対
応
は
迅
速
だ
っ
た
。
１
月
26
日
、
事

件
が
発
生
し
た
当
日
に
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
報

告
を
受
け
、
29
日
に
は
同
社
の
報
告
を
「
き
わ
め

て
不
十
分
な
内
容
」
と
し
て
、
資
金
決
済
法
に
基

づ
き
業
務
改
善
命
令
を
発
し
た
。
そ
し
て
す
べ
て

の
仮
想
通
貨
交
換
業
者
と
み
な
し
業
者
に
対
し
て
、

シ
ス
テ
ム
の
再
点
検
を
求
め
る
注
意
喚
起
や
緊
急

調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
表
明
。
２
月
１
日
に
は

シ
ス
テ
ム
リ
ス
ク
管
理
体
制
に
つ
い
て
速
や
か
に

回
答
す
る
よ
う
、
資
金
決
済
法
に
基
づ
く
報
告
徴

求
命
令
を
発
出
し
た
。
２
日
に
は
「
改
善
命
令
の

実
施
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
し
て
顧
客
保

護
に
万
全
を
期
す
」（
金
融
庁
）
た
め
、
コ
イ
ン

チ
ェ
ッ
ク
か
ら
の
業
務
改
善
命
令
に
対
す
る
報
告

（
２
月
13
日
期
限
）
を
待
つ
こ
と
な
く
同
社
へ
の

立
入
検
査
を
開
始
し
た
。

　

コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
は
、「
１
兆
円
超
と
い
う
地

銀
レ
ベ
ル
の
預
り
資
産
を
保
有
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
」（
専
門
家
）
と
い
う
。
同
社
の
設
立
は

５
年
半
前
。
社
員
数
は
70
名
程
度
で
あ
り
、
十
分

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
怠
っ
た
理
由
と
し
て

「
人
材
不
足
」
を
あ
げ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
。

「
あ
ま
り
の
市
場
の
急
成
長
ぶ
り
に
人
材
獲
得
が

追
い
つ
い
て
い
な
い
業
者
も
多
い
」（
同
）
な
か
、

今
後
も
同
種
の
事
件
が
起
こ
ら
な
い
保
証
は
な
い
。

業
界
か
ら
も
あ
が
る

規
制
強
化
要
望

　

失
っ
た
信
頼
の
回
復
に
向
け
て
、
仮
想
通
貨
交

換
業
者
か
ら
も
「
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
規
制
強
化

す
べ
き
」
と
の
要
望
が
出
て
い
る
。
仮
想
通
貨
取

引
所
を
運
営
す
る
フ
ィ
ス
コ
デ
ジ
タ
ル
ア
セ
ッ
ト

グ
ル
ー
プ
の
田
代
昌
之
代
表
取
締
役
は
、「
ま
ず

自
主
規
制
団
体
を
作
り
、
自
主
ル
ー
ル
を
策
定
の

う
え
、
分
別
保
管
な
ど
最
低
限
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
遵
守
す
る
よ
う
、
業
界
内
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体

制
整
備
が
必
要
」
と
話
す
。
そ
し
て
「
月
一
回
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
遵
守
状
況
や
財
務
状
況
を
当
局
に
報

告
す
る
枠
組
み
が
望
ま
し
い
」（
同
）
と
言
う
。

　

今
回
の
事
件
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
自
主
規
制

団
体
に
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
２
団
体
が
統
合
に

向
か
う
動
き
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ

る
仮
想
通
貨
交
換
業
者
は
「
２
団
体
は
仲
違
い
し

て
い
る
子
ど
も
の
集
ま
り
。
当
局
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ

ン
で
決
め
て
も
ら
う
し
か
な
い
」
と
金
融
庁
の
対

応
に
期
待
を
込
め
る
。

　

規
制
強
化
を
巡
っ
て
は
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者

の
登
録
時
の
財
産
要
件
や
、
顧
客
資
産
保
全
の
あ

世
界
で
初
め
て
仮
想
通
貨
の
取
引
所
に
登
録
制
を
導
入
し
た
金
融
庁
の
「
仮
想
通
貨
行
政
」
に

次
な
る
課
題
が
の
し
か
か
っ
て
い
る
。
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク
が
引
き
起
こ
し
た
巨
額
の
仮
想
通
貨

流
出
事
件
を
受
け
て
、
業
界
で
は
失
っ
た
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
仮
想
通
貨
を
金
商
法
の
適

用
対
象
に
す
る
と
い
っ
た
規
制
強
化
要
望
論
が
浮
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
投
機
商
品
で

し
か
な
い
仮
想
通
貨
の
規
制
強
化
に
よ
る
利
用
者
保
護
を
、
政
府
が
税
金
を
投
入
し
て
一
段
と

整
備
す
べ
き
な
の
か
。
金
融
庁
は
「
ま
ず
は
自
主
規
制
」
で
対
応
し
て
も
ら
う
構
え
だ
。

「
仮
想
通
貨
行
政
」
に
初
め
て
の
洗
礼
、

規
制
強
化
は
ど
こ
ま
で
必
要
？
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世
界
の
運
用
額
は
１
１
４
０
億
㌦

と
の
調
査
結
果
も

社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
は
、

財
務
的
リ
タ
ー
ン
と
並
行
し
て
社
会

的
・
環
境
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
同
時
に

生
み
出
す
こ
と
を
意
図
す
る
投
資
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
般
的
な
投

資
判
断
が
「
経
済
的
（
財
務
的
）
評

価
」
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対

し
、「
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
」

も
判
断
基
準
に
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、

投
資
に
よ
る
社
会
性
と
経
済
性
を
両

立
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
医
療
・
保
健
、
福
祉
、
子

育
て
、
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
、

環
境
保
全
等
の
社
会
の
課
題
に
対
す

る
取
組
み
は
公
的
機
関
で
あ
る
政
府

や
地
方
自
治
体
に
加
え
て
民
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動

が
お
も
に
担
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
の
取
組
み
に
必
要
な
資
金
は
、
税

金
や
寄
付
金
、
民
間
財
団
等
か
ら
の

助
成
金
が
長
ら
く
支
え
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
企
業
と
し
て
の
事
業
活
動

を
通
じ
て
、
社
会
課
題
の
解
決
を
目

的
に
据
え
た
民
間
企
業
の
存
在
と
そ

の
活
躍
ぶ
り
も
、
最
近
で
は
広
く
認

識
さ
れ
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
事

業
者
の
資
金
調
達
の
あ
り
方
は
、
寄

付
や
助
成
金
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
や
投
資
家
か

ら
の
出
資
と
い
っ
た
商
業
ベ
ー
ス
の

も
の
と
変
わ
ら
ず
、
多
種
多
様
に
存

在
し
て
お
り
、
年
々
そ
の
力
強
さ
を

増
し
て
き
て
い
る
。

２
０
１
３
年
６
月
の
先
進
国
首
脳

会
議
で
、
議
長
国
で
あ
る
英
国
の
キ

ャ
メ
ロ
ン
首
相
（
当
時
）
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投

資
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
の
が
Ｇ

Ｓ
Ｇ
（G

lobal Social Im
pact In-

vestm
ent Steering G

roup

）
で
あ

る
。
発
足
当
初
は
「
Ｇ
８
社
会
的
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
15
年
８
月
に

新
た
に
５
カ
国
が
参
画
し
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
そ
の
名
称
を
Ｇ
Ｓ
Ｇ
へ
変
更

し
た
。
Ｇ
Ｓ
Ｇ
の
議
長
は
、
英
国
の

休
眠
預
金
活
用
基
金
「
ビ
ッ
グ
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
の
創
設

こ
れ
ま
で
は
欧
米
が
先
行
し
て
活
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
﹁
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
﹂
に

お
い
て
、
日
本
で
も
よ
う
や
く
投
資
事
例
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
注
目
度
も
急
速
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
概
要
を
解
説
し
、
国
内
外
の
動
向
や

実
際
の
投
資
案
件
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
広
が
り
の
可

能
性
と
課
題
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
金
融
機
関
の
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。
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